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概要

　この文書は、筑波大学大学院システム情報工学研究群の修士論文本体のサンプルである。こ
のファイルを書き換えて、この例と同じような書式の論文本体を LATEXを使って作成するこ
とができる。
このサンプルは、学生諸君が面倒な位置決めをして表紙を作成する手間を軽減するために

提供している。もちろん、このサンプルで示す表紙は例であり、要項に準拠していれば、こ
のファイルに頼らずに自分で表紙の位置決めを行ってもよい。
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第1章 はじめに

修士論文自体は、まとめて製本し保存するため、体裁を大体そろえてもらうことになって
いる。そのため、このような修士論文本体の形式の例を作成した。
研究の内容や分野によっては書き方が異なる場合もあるので、詳しいことは指導教員に聞

くとよい。この文書は主にタイトルの作成方法と、論文の体裁を示すのみであり、どうやっ
たらよい論文になるかの示唆は含まれていない。
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第2章 形式

ここでは、論文の表紙および本体の記述方法について述べる。

2.1 表紙
表紙は、\maketitleによって作成するため、以下の項目に相当する文字列をそれぞれ記

述する。

題目: 題目は \titleに記述する。行替えを行う場合は \ \を入力する。ただし、題目の最
後に \ \を入力するとコンパイルが通らなくなるので注意する。なお、4行以上の題目の
場合、表紙ページがあふれるためスタイルファイル “sie-jp.sty”を変更する必要がある。

著者名: 著者名は \authorに記述する。
学位: 学位名は \degreeに記述する。
指導教員名: 指導教教員は \advisorに記述する。
専攻名: 専攻名は \majorfieldに記述する。
学位プログラム名: 学位プログラム名は \programfieldに記述する。
年月: 年月は \yearandmonthに記述する。

2.2 本体
本体は 1段組で記述する。
図表には番号と説明 (caption)を付け、文章中で参照する。表 2.1と図 2.1はそれぞれ表と図

の例である。表の説明は上に、図の説明は下に書くことが多い。図の挿入に用いるパッケー
ジについては使用環境に合わせて自由に選択してほしい。
詳しくは参考書など (少し古い)[1][2]を参照のこと。また、奥村晴彦氏の「日本語 TEX情

報 (Japanese TeX FAQ)」http://www.matsusaka-u.ac.jp/˜okumura/texfaq/は、日本語の TEXに関
する情報が充実している。また、具体的な論文としての文献参照例として [3]を挙げておく。
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表 2.1: 表の例
年度 1年次 2年次 3年次 4年次
1995 85 92 86 88
1996 83 89 90 102
1997 88 87 91 112
1998 144 93 90 115

図 2.1: 図の例
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